
 

 

 

 

 

 

Ａｌｍｉｎｕｍ３面による(1050O材) 

 ｒａｎｄｏｍ補正なしで，Ｅｒｒｏｒから補正を行う手法評価 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの再ｄｅｆｏｃｕｓ機能が５１８２Ｈ１８の最大方位密度が１０程度と同様に 

 １０５０Ｏ材の細大方位密度が２７程度でも機能することが分かります。 

 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの再ｄｅｆｏｃｕｓは、ｒａｎｄｏｍ補正後のＲｐ％プロファイルの乱れや 

 ｒａｎｄｏｍ補正なしのＲｐ％の乱れを改善します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月０７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 前回、ODF最大方位密度が１０の５１８０Ｈ１８材を不完全極点図３面による 

ｒａｎｄｏｍ補正なしでＯＤＦ解析し、そのＲｐ％Ｅｒｒｏｒから再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い 

ＯＤＦ解析を行い、良い結果が得られた。 

今回、ODF最大方位密度が２７の１０５０Ｏ材を評価する。 

ＯＤＦソフトウエアはＬａｂｏＴｅｘ（Ｖｅｒ３．０．５３） 

 

評価する１０５０Ｏの完全極点図 

 

 

相対密度表示 

 

 

評価方法 

１．完全極点図のＯＤＦ解析 

２．不完全極点図のＯＤＦ解析 

３．逆ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った不完全極点図のＯＤＦ解析 

４．上記、３．の再ｄｅｆｃｏｕｓ補正（ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ）を行った不完全極点図のＯＤＦ評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．完全極点図完全極点図のＯＤＦ解析 

 

 

  

 

 



２．不完全極点図のＯＤＦ解析 

 

 

  

 

 



３．逆ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った不完全極点図のＯＤＦ解析 

ｄｅｆｏｃｕｓされた極点図を作成 

 

 

 



 

 

  

 



４．上記、３．の再ｄｅｆｃｏｕｓ補正（ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ）を行った不完全極点図のＯＤＦ評価 

 

 

 

  

ｒａｎｄｏｍ補正無しでも、再ｄｅｆｏｃｕｓ機能でＲｐ％プロファイルが±１．５％以内に収まります。 



評価 

  

ＯＤＦ―主要な方位密度分布 

  

 逆極点図ＮＤの３６Ｂｏｘ 

  

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアの再ｄｅｆｏｃｕｓが機能していることがわかります。 

 


